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誰もが自在に活躍できるアバタ ー共生社会の実現

·睛沼置匿星；·

アバタ ー社会倫理設計

2022年度までの進捗状況

1概要 1 
本研究開発項目では， サイバネティック・アバター (CA)

利用における 倫理·法律問題の研究とモラルコンピュ ーテ
ィングの実現に取り組んでいますこの目的のため に， 倫
理 法律工学の研究 者が共 同 して，アバタ ー 社会倫理 に
関する 議論を深めています．

アバタ ー共生社会倫理コンソ ーシアム（図1) では設
計ミ ーティング会員が中心となり，CA 社会実装に向けた ガ
イドラインの作成に取り組んでいます．工学的なアプロ ー

チの研究では， CA 利用者の不適切な行動も，自動的 に適
切な行動 に変換する CA の機能である，モラルコンピュ ー

ティングの研究開発と，ホスピタリティを高める CA の行
動生成方法 についての検討を進めましたまた， 社会倫理
の研究では， CAが 社会に普及した場合に起こ りうる，社会，
倫理 さ ら には心理的な影響を検討 し，法律の研究では，

アバタ ーの認証制度プライバシ ー問題アバタ ー 社会実
装における法的問題 について 検討を進めました．

2. 2022年度までの成果 I 
①アバタ ー共生社会倫理コンソ ーシアムの活動状況と 成
果：アバタ ー 社会実装ガイドライン（草案）の作成

アバタ ー共生社会倫理コンソ ーシアムでは，これまで に，
シンポジウムを3回コンソ ーシアム主催の国際ワ ークシ
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ョップ3回アバタ ー体験会等のワ ークショップ4回 設
計ミ ーティングを毎月1回実施し，アバタ ー 社会倫理 設計
について内外の幅広い分野の専門家（法律， 倫理，工学，
教育，SF作家 等）と 議論を行ってきました．詳細について
は コ ン ソ ーシ ア ム ウ ェブペー ジ に掲載され て い ま す
(https: //www.asedc.org/).

コンソ ーシアムの設計ミ ーティング会員が中心となり，
アバタ ー に関するイノベーションを社会に 実装する際に考
慮すべき点 について，法律 倫理 技術的 観点から 検討を
進めてきました．その成果をまとめ，アバタ ー 社会実装ガ

イドラインを作成しました．主な観点を以下に示します．
◆社会的ウェルビーイングを高めることを最重要の目的と
し，新技術 に対する心 配·信頼の問題（法的· 倫理的課題
等）へ 配慮しつつ，新技術を社会に普及させるため にそれ
らの課題を克服していく必要がある．
◆【 配慮】 CA開発における心 配 ・ 信頼 に係る問題への配慮
が必要である．

► 操作者への配慮：
サ ービス 利用者の不適切な利用を防止する．
操作者の操作記録の利用には，本人の同意を得る．

► 利用者への配慮：
操作者の不適切な操作や 利用を防止する．

CA の操作が Al により 行われている間はその事実を
表示する．

◆【普及】 CAの社会への普及において 目指すべきこと．
．誰もが平等 に CAの活用機会を享受できること．
·CAを使って，サ ービスの質と生産性を向上をさせること．
• CAを使って持続 可能な社会の実現に貢献すること．

②モラルコンピュ ーティングの研究
オペレータがうっかりと他者の進路をふさぐ CA 操作を行

って しまう 行動を検出し，それをオペレータ に 認知させる
支援方法を提案しましたまた， 不適切な発話をする オペ

レータを検出し，丁寧な発話 に変換して相手に伝える技術
を開発しました（図2).
③社会倫理·法律課題の研究
(a) 社会倫理の研究 ：アバタ ー技術 に対するイメ ー ジ謂査

を実施し，一般の方々のアバタ ー に対する期待や懸念につ
いて意見を集約しました．
(b)法的課題の検討 ： 1）プライバシ ー保護の観点からアバ

タ ーのなり すましを巡る法的課題 や，仮想空間 におけるア
バタ ーの不正利用について 議論 しました． 2）アバタ ー 認証
の制度的課題 についても 提案しました． 3）匿名の参加を可
能と するアバタ ーを活用すること により， 参加 者の心理的
障壁を下げ， 議論を活 発化させることができより多くの
人 による双方向の議論が 可能 になることを提案しました．
3．今後の展開 I 

・ アバタ ー 社会倫理コンソ ーシアムが主体となり，シンポ
ジウム， ワ ークショップ等の活動を引き続き 行い，アバタ
一社会倫理の議論を深めるととも に，アバタ ー 社会実装ガ
イドラインの改良と普及を目指します．
・ 幅広い 方々との議論の機会を設け，アバタ ー 社会倫理 設
計の議論を発展させていきます．

・ 実証実験を通して，CA利用における 社会倫理法律，心

理的課題を明らかに していきます．
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